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後

記

▼「
夏
に
挑
む
」で
小
中
高
生
を

取
材
。彼
ら
に
共
通
し
て
い
た

の
は
努
力
の
継
続
。や
は
り
勝

利
へ
の
近
道
は
な
い
の
だ
ろ
う

と
感
じ
ま
し
た
。夏
が
終
わ
り
、

今
後
も
挑
戦
を
続
け
る
人
と
、

引
退
し
て
新
し
い
道
に
進
む
人

が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
舞
台
で
の
活
躍
を
願
っ

て
い
ま
す
。（
高
橋
）

▼
夏
休
み
の
宿
題
を
最
終
日
ま

で
残
し
て
お
く
タ
イ
プ
だ
っ
た

私
は
、広
報
紙
の
原
稿
も
毎
回

ぎ
り
ぎ
り
に
。余
裕
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
重
み
を

増
し
ま
す
が
、習
慣
は
な
か
な

か
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。反
面
教

師
と
し
て
今
の
子
ど
も
た
ち

が
、こ
う
は
な
ら
な
い
よ
う
に

祈
っ
て
い
ま
す
。（
三
浦
）

▼「
○
○
の
秋
」と
い
え
ば
、食

欲
の
秋
。秋
に
食
欲
が
増
す
の

は
、新
米
や
旬
の
農
産
物
が
た

く
さ
ん
出
回
る
こ
と
や
冬
を
乗

り
切
る
た
め
に
脂
肪
を
蓄
え
よ

う
と
す
る
本
能
が
関
係
し
て
い

ま
す
。本
能
に
逆
ら
わ
ず
、食
べ

過
ぎ
た
ら
ス
ポ
ー
ツ
、疲
れ
た

ら
家
で
読
書
を
し
て
、今
年
は

味
覚
以
外
の
秋
も
味
わ
い
た
い

と
思
い
ま
す
。（
小
野
寺
）

　「これだけの数のハスが群生している場所は、全
国でもなかなかありません。希少で魅力的な場所
だということを、船頭としてたくさんの人に伝え
ていきたい」と力強く話す猪又さん。
　猪又さんは、18回目の開催を迎えた「長沼はす
まつり」で、女性として初めての船頭を務める。始
めたきっかけは、自らがオーナーを務めるバーに
来ていた友人から、父が船頭をしていると聞いた
ことだった。海が好きだった猪又さんは、船舶免許
を持っていたこともあり、その場で立候補した。
　はすまつりには、関東や関西といった遠方から
訪れる人が多い。専門的な観光の知識が求められ
ることに加え、船の運転は約６年ぶりと不安も多
かったが、参加が決まってからは先輩らのアドバ

イスに耳を傾け、船の操作方法や船上でのトーク
など、仕事の合間を見つけて勉強した。
　船頭長の星義

よし

昭
あき

さんは「何事にも一生懸命で、立
派に働いてくれている。しのちゃんがお客さんか
ら感謝の手紙を一番多くもらっているんじゃない
かな」と顔をほころばせる。
　「運転や知識など、まだまだ未熟ですが、このま
ちの自然や文化を大切に残していけるよう自分に
できることをして、生まれ育った町に恩返しをし
ていきたい。若い人にも、こういった地域の活動や
行事へ積極的に参加してもらい、みんなの力でま
ちを盛り上げていけたら」―。
　船頭とバーのオーナー。昼夜を問わず、地元の良
さを伝え続ける。

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/
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